
 

群馬県公立大学法人 中期目標 新旧対照表 
 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

前文 

群馬県が、群馬県立女子大学・群馬県立県民健康科学大学を設置・管理

する群馬県公立大学法人を設立する目的は、地域に開かれた教育研究の拠

点として、広く知識を授けるとともに深く専門の学術を研究し、高い教養

と豊かな情操、グローバルな視野と実践力を兼ね備えた有為な人材の育成

と、教授研究の成果の積極的な社会への還元を図り、もって群馬県はもと

より社会全体の発展に寄与することにある。 

今、本県、そして県立２大学を取り巻く環境は、本格的な人口減少社会

の到来や就業構造の変化、グローバル社会や医療の高度化の進展など、大

きな変化に直面している。 

このような中で、限りない可能性を大きくはばたかせ、群馬の未来を創生

していくため、知の拠点としての両大学への期待はこれまで以上に高まっ

ている。 

群馬県立女子大学では、先人が築き上げてきた知的遺産の継承、社会の

グローバル化への対応と国際交流の促進、そして群馬の歴史・文化・風土

の再発見と情報の発信など、人材の育成や研究の推進、地域へ還元する活

動の充実が求められている。 

群馬県立県民健康科学大学では、医療の高度化・専門化に伴う県民の医

療に対するニーズの多様化への対応や、人々の生涯にわたる健康水準の維

持・向上など、人材の育成や研究の推進、地域と連携した取組の強化が求

められている。 

以上を踏まえ、群馬県公立大学法人が両大学の特性を活かした運営と相

互の連携協力を推進し、法人・大学としての存在意義を一層高めていくた

め、この中期目標を定める。 

 

 

 

 

 

前文 （社会情勢の変化等を踏まえ、全体的に修正） 

群馬県では、高い教養と豊かな情操、グローバルな視野と実践力を兼ね

備えた有為な人材の育成と、教育研究の成果の社会への還元を目的として、

平成30年度に群馬県立女子大学及び群馬県立県民健康科学大学を法人化し

たところである。 

 これまで、群馬県立女子大学では、先人が築き上げてきた知的遺産の継

承と活用、グローバル化への対応と国際交流の促進、そして群馬の歴史・

文化・風土の再発見と情報の発信など、人材の育成や研究の推進、地域と

連携した取組の充実を進めてきた。 

 また、群馬県立県民健康科学大学では、医療の高度化・専門化に伴う県

民の保健医療に対するニーズの多様化への対応や、人々の生涯にわたる健

康水準の維持・向上に向け、人材の育成や研究の推進、地域と連携した取

組の強化を図ってきたところである。 

 人口減少社会の進行に加え、法人設立以降、新型コロナウイルスの感染

拡大とニューノーマル時代の到来、ＤＸ（Digital Transformation）の進

展など、両大学を取り巻く環境は大きく、また激しく変化を続けている。

このような中、知の拠点として両大学が果たすべき役割はますます大きく、

この期待に応え続けていくため、社会情勢の変化に合わせた不断の改革は

不可避である。 

 特に、データによる学修成果の可視化、分析結果の活用による教育の質

向上など、IR（Institutional Research）を基盤としながら、高度な専門

知識を備え、挑戦する実践力を備えた、新たな価値を生み出す人材の育成

及び地域社会で輝く人材の育成を図るとともに、関係機関との共創により

研究を推し進めていく必要がある。 

 両大学の特性を活かした運営と、相互の連携協力を推進し、本県が目標

として掲げる、自ら思い描く人生を生き、幸福を実感できる自立分散型社

会の創生に資するよう、第一期中期目標期間の成果を踏まえ、ここに新た

な中期目標を定めるものである。 



 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

＜第１期中期目標「４つの基本目標」＞ 

 

【１】人材育成（教育）の機能強化 

 大学に求められる最も重要な機能は「人材育成」＝「教育」であり、魅力

ある大学づくりを進めるためには、その機能を強化していく必要がある。 

 社会動向や両大学の特徴を踏まえ、中期目標において定める「人材育成

の方針」に基づき、柔軟な対応が可能となる法人化のメリットを活かした

「人材育成機能強化」のための多面的な取組を推進する。 

 

【２】特色ある研究の推進 

 県立大学が地域の教育研究の拠点として機能するためには、質の高い研

究がその基盤となる。 

 法人化によるメリットを活かして研究活動の活性化を図り、特色ある研

究を積極的に推進するとともに研究水準の向上に取り組む。 

 

 

【３】地域・社会貢献の取組の充実 

 県立大学として地域や社会の負託に応えるため、両大学には、その存在

意義を更に高めていくことが求められている。 

 法人化を機に、両大学の個性を活かした活動に加え、法人全体としての

組織的な対応を推進し、地域・社会貢献に資する取組の充実を図る。 

 

 

【４】機動的運営体制の確立と大学間の連携強化 

 大学を取り巻く環境変化を踏まえ、両大学には、中期的な展望を持ちつ

つ迅速かつ的確に諸課題に対応していくことが求められている。 

 ２つの大学を設置、運営する法人として、機動的・安定的な運営体制を

早期に確立するとともに、両大学の連携・交流の促進を図り、社会の期待

に応える法人・大学を目指す。 

 

 

 

＜第二期中期目標「４つの基本目標」＞ 

 

１ 人材育成（教育）の機能強化 

 県立大学に求められる最も重要な機能は人材育成であり、魅力ある大学

であり続けるためには、教育を通してその機能を強化していく必要がある。 

本目標において定める「人材育成の方針」に基づき、社会情勢や両大学

の特徴を踏まえながら、自ら動き出し、挑戦し続け、新たな価値を生み出

す人材を育成するため、多面的かつ複層的に取組を推進する。 

 

２ 特色ある研究の推進 

 県立大学が地域の教育研究の拠点として機能するためには、質の高い研

究がその基盤となる。 

官民共創により、競争的資金の獲得、成果公表の促進、共同研究などを

通して、研究活動の活性化を図り、地域課題解決など特色ある研究を積極

的に推進するとともに、研究水準の向上に取り組む。 

 

３ 地域・社会貢献の取組の充実 

 県立大学として地域や社会の負託に応えるため、両大学には、その存在

意義を更に高めていくことが求められている。 

 両大学がその特性を活かし、地域課題解決等の教育研究活動を積極的に

推進するとともに、地域・社会貢献に資する取組の充実を図り、地域社会

で輝く人材を育成する。 

 

４ 機動的運営体制の確立と大学間の連携強化 

 大学を取り巻く環境変化を踏まえ、両大学には、中期的な展望を持ちつ

つ迅速かつ的確に諸課題に対応していくことが求められている。 

 ２つの大学を設置、運営する法人として、機動的かつ安定的な大学運営

を行うとともに、ＤＸ・ＩＲの推進により大学運営等の改善・効率化を図

り、また、両大学の連携・交流を促進させ、社会の期待に応え続ける大学

づくりを目指す。 

 

 



 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

 

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

 

１ 中期目標の期間 

 平成３０年４月１日から平成３６年３月３１日までの６年間とする。 

 

２ 教育研究上の基本組織 

 この中期目標を達成するため、次に掲げる大学、学部及び大学院を置く。 

 

群馬県立女子大学 
学 部 

文学部 
国際コミュニケーション学部 

大学院 
文学研究科 
国際コミュニケーション研究科 

群馬県立県民健康科学大学 
学 部 

看護学部 
診療放射線学部 

大学院 
看護学研究科 
診療放射線学研究科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

 

１ 中期目標の期間 

２０２４年４月１日から２０３０年３月３１日までの６年間 

 

２ 教育研究上の基本組織 

 この中期目標を達成するため、次に掲げる大学、学部及び大学院を置く。 

 

群馬県立女子大学 
学 部 

文学部 
国際コミュニケーション学部 

大学院 
文学研究科 
国際コミュニケーション研究科 

群馬県立県民健康科学大学 
学 部 

看護学部 
診療放射線学部 

大学院 
看護学研究科 
診療放射線学研究科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

第２ 教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 群馬県立女子大学 

(1) 教育に関する目標 

 

ア 人材育成の方針 

＜学部教育＞ 

・幅広い教養と各分野の専門知識を修得し、その過程で培われる論理的か

つ柔軟な思考力、豊かな人間性、そして主体的な問題解決能力を兼ね備

えた人材を育成する。 

・地域社会や国際社会に広く関心を持って地域や異文化への理解を深める

とともに、高い語学力とコミュニケーション能力、そして協調性や発信

力を身につけ、持続的に社会に貢献できる人材を育成する。 

＜大学院教育＞ 

・国際的な広い視野と高度な専門知識を備え、自立して研究や創作活動を

行い、またはグローバル社会でリーダーとして活躍できる人材を育成す

る。 

 

 

イ 入学者の受入れ  

明確な入学者受入方針のもと、国の高大接続改革の動向も踏まえた選抜

方法の充実・改善や広報活動の強化等により、目的意識や学修意欲の高い

優れた資質を有する学生を確保する。 

 

ウ 教育の内容 

「人材育成の方針」に掲げる人材を育成するため、最新の知見や社会動

向、グローバル化の視点等を踏まえ、体系的な教育課程や効果的な教育方

法について定期的に検証・見直しを行い、教育内容の充実を図る。 

また、卒業生・修了生の質を保証するため、授業科目ごとの学修目標や

成績評価基準を明確にするとともに、適正な成績評価を行う。 

 

 

 

第２ 教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 群馬県立女子大学 

(1) 教育に関する目標 

 

ア 人材育成の方針 

＜学部教育＞ 

・幅広い教養と各分野の専門知識を修得し、その過程で培われる論理的か

つ柔軟な思考力、豊かな人間性、そして主体的な問題解決能力を兼ね備

えた人材を育成する。 

・地域社会や国際社会に広く関心を持って地域や異文化への理解を深める

とともに新たな価値観を生み出す力を備え、高い語学力とコミュニケー

ション能力、高度なデジタル・リテラシー、発信力や協調性、そして実

践力を身につけ、持続的に社会に貢献できる人材を育成する。 

＜大学院教育＞ 

・複雑化、高度化、多様化の時代にあって、広い視野と高度な専門知識、

柔軟な発想力や実践力を備え、グローバル社会及び地域社会において幅

広く活躍できる人材を育成する。 

 

イ 入学者の受入れ 

明確な入学者受入方針のもと、国の高大接続改革の動向も踏まえた選抜

方法の充実・改善や広報活動の強化等により、目的意識や学修意欲の高い

優れた資質を有する学生を確保する。 

 

 

ウ 教育の内容 

「人材育成の方針」に掲げる人材を育成するため、最新の知見や社会動

向、グローバル化の視点等を踏まえ、体系的な教育課程や効果的な教育方

法について継続的に検証・見直しを行い、教育内容の充実を図る。 

 また、卒業生・修了生の質を保証するため、適正な成績評価を行うとと

もに、学修成果を可視化することで、学修目標の達成度の改善・向上に繋

げる。 

 



 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

 

エ 教育の実施体制 

教育内容の充実や教育課程の効果的運用を図るため、教員配置の適正化

など教育の実施体制を不断に見直すとともに、教員の教育能力や教育の質

の向上を図るため、教育活動の適切な評価、改善に資する取組を充実させ

る。 

また、学生の学修意欲や教育効果の向上を図るため、学修環境の改善に努

める。 

 

 

 

 

オ 学生支援 

学生の多様なニーズに適切に対応しつつ、効果的な修学支援を行うため、

学修環境、キャリア形成、国際交流、健康管理、経済的状況、学生活動等に

おいて、必要な支援・相談体制を整備する。 

 

(2) 研究に関する目標  

基礎研究はもとより、独創的・先進的な研究や地域・社会の課題解決に

資する研究を推進するとともに、共同研究、外部資金獲得、成果発表の促

進を図るなど、全学的な研究水準の向上に取り組む。 

また、これらの取組が効果的に行われるよう、研究支援体制の充実や研

究環境の改善を図る。 

 

(3) 地域・社会貢献に関する目標 

県立大学として求められる役割を果たすため、地域の課題解決に資する

取組の強化、諸機関との多様な連携や共同研究等の推進、地域文化の振興

に寄与する教育研究活動や県民の学修意欲に応える講座の充実等に積極的

かつ組織的に取り組む。 

 

 

 

 

エ 教育の実施体制 

 体系的で組織的な教育を実践するために、カリキュラム・マネジメント

を確立し、教育課程の体系化・構造化を行う。また、教育内容の充実や教

育課程の効果的運用を目的に、組織のあり方や教員採用・配置の適正化な

ど、教育の実施体制を継続的に点検・改善していく。併せて、教員の教育

能力や教育の質の向上を図るため、教育活動の適切な評価、改善に資する

取組を充実させる。 

 加えて、ＤＸ・ＩＲを推進するなど、教育効果の向上を図るための環境

改善を推進し、学生の学修意欲を高めていく。 

 

 

オ 学生支援 

学生の多様なニーズに適切に対応しつつ、効果的な修学支援を行うため、

学修環境、キャリア形成、国際交流、健康管理、経済的状況、学生活動等に

おいて、必要な支援・相談体制を継続的に点検・整備する。 

 

(2) 研究に関する目標 

基礎研究はもとより、独創的・先進的な研究や地域・社会の課題解決に

資する研究を推進するとともに、競争的資金獲得、成果公表、他大学や他

機関との共同研究の促進を図るなど、全学的な研究水準の向上に取り組む。 

 また、これらの取組が効果的に行われるよう、研究支援体制の充実や研

究環境の継続的な点検・改善を図る。 

 

(3) 地域・社会貢献に関する目標 

県立大学として求められる役割を果たすため、地域の課題解決に資する

取組の強化、国際機関、企業、ＮＰＯ及び自治体等との多様な連携や共同

研究等の推進、地域文化の振興に寄与する教育研究活動や県民の学修意欲

に応える講座の充実等に積極的かつ組織的に取り組む。 

 

 

 



 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

 

２ 群馬県立県民健康科学大学 

(1) 教育に関する目標 

 

 

ア 人材育成の方針 

＜学部教育＞ 

・保健医療に関する高度な専門知識や技術を修得するとともに、人々の健

康維持・促進に対する強い使命感と高い倫理観をあわせ持った、地域の

保健医療を支える中核的・実践的人材を育成する。 

・科学的かつ柔軟な思考力、主体的な問題解決能力、そして他者と協調で

きる適切なコミュニケーション能力を有し、保健医療を通して社会に貢

献できる人材を育成する。 

＜大学院教育＞ 

・より高度化、複雑化する保健医療分野において、これに対応した専門的

知識・技術を身につけた質の高い保健医療のリーダー、教育者または研

究者を育成する。 

 

イ 入学者の受入れ  

明確な入学者受入方針のもと、国の高大接続改革の動向も踏まえた選抜

方法の充実・改善や広報活動の強化等により、目的意識や学修意欲の高い

優れた資質を有する学生を確保する。 

 

ウ 教育の内容 

「人材育成の方針」に掲げる人材を育成するため、最新の知見や社会動

向、地域のニーズ等を踏まえ、体系的な教育課程や効果的な教育方法につ

いて定期的に検証・見直しを行い、教育内容の充実を図る。 

また、卒業生・修了生の質を保証するため、授業科目ごとの学修目標や

成績評価基準を明確にするとともに、適正な成績評価を行う。 

 

 

 

 

２ 群馬県立県民健康科学大学 

(1) 教育に関する目標 

 

 

ア 人材育成の方針 

＜学部教育＞ 

・保健医療に関する高度な専門知識や技術を修得するとともに、人々の健

康維持・促進に対する強い使命感と高い倫理観をあわせ持った、地域の

保健医療を支える中核的・実践的人材を育成する。 

・科学的かつ柔軟な思考力、主体的な問題解決能力、そして他者と協調で

きる適切なコミュニケーション能力を有し、保健医療を通して社会に貢

献できる人材を育成する。 

＜大学院教育＞ 

・より高度化、複雑化する保健医療分野において、これに対応した専門的

知識・技術を身につけた質の高い保健医療のリーダー、教育者または研

究者を育成する。 

 

イ 入学者の受入れ 

 明確な入学者受入方針のもと、国の高大接続改革の動向も踏まえた選抜

方法の充実・改善や広報活動の強化等により、目的意識や学修意欲の高い

優れた資質を有する学生を確保する。 

 

 

ウ 教育の内容 

「人材育成の方針」に掲げる人材を育成するため、最新の知見や社会動

向、グローバル化の視点等を踏まえ、体系的な教育課程や効果的な教育方

法について継続的に検証・見直しを行い、教育内容の充実を図る。 

 また、卒業生・修了生の質を保証するため、適正な成績評価を行うとと

もに、学修成果を可視化することで、学修目標の達成度の改善・向上に繋

げる。 

 



 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

 

エ 教育の実施体制 

教育内容の充実や教育課程の効果的運用を図るため、教員配置の適正化

など教育の実施体制を不断に見直すとともに、教員の教育能力や教育の質

の向上を図るため、教育活動の適切な評価、改善に資する取組を充実させ

る。 

また、学生の学修意欲や教育効果の向上を図るため、学修環境の改善に努

める。 

 

 

 

オ 学生支援 

学生の多様なニーズに適切に対応しつつ、効果的な修学支援を行うため、

学修環境、キャリア形成、健康管理、経済的状況、学生活動等において、必

要な支援・相談体制を整備する。 

 

(2) 研究に関する目標 

基礎研究はもとより、独創的・先進的な研究や地域・社会の課題解決に

資する研究を推進するとともに、共同研究、外部資金獲得、成果発表の促

進を図るなど、全学的な研究水準の向上に取り組む。 

また、これらの取組が効果的に行われるよう、研究支援体制の充実や研

究環境の改善を図る。 

 

(3) 地域・社会貢献に関する目標 

県立の保健医療系大学として求められる役割を果たすため、地域の保健

医療の発展を担う人材の育成、地域の課題解決に資する取組の強化、諸機

関との多様な連携や共同研究等の推進、県民の学修意欲に応える講座の充

実等に積極的かつ組織的に取り組む。 

 

 

 

 

 

エ 教育の実施体制 

 体系的で組織的な教育を実践するために、カリキュラム・マネジメント

を確立し、教育課程の体系化・構造化を行う。また、教育内容の充実や教

育課程の効果的運用を目的に、組織のあり方や教員採用・配置の適正化な

ど、教育の実施体制を継続的に点検・改善していく。併せて、教員の教育

能力や教育の質の向上を図るため、教育活動の適切な評価、改善に資する

取組を充実させる。 

 加えて、ＤＸ・ＩＲを推進するなど、教育効果の向上を図るための環境

改善を推進し、学生の学修意欲を高めていく。 

 

オ 学生支援 

 学生の多様なニーズに適切に対応しつつ、効果的な修学支援を行うため、

学修環境、キャリア形成、健康管理、経済的状況、学生活動等において、必

要な支援・相談体制を継続的に点検・整備する。 

 

(2) 研究に関する目標 

基礎研究はもとより、独創的・先進的な研究や地域・社会の課題解決に

資する研究を推進するとともに、競争的資金獲得、成果公表、他大学や他

機関との共同研究の促進を図るなど、全学的な研究水準の向上に取り組む。 

 また、これらの取組が効果的に行われるよう、研究支援体制の充実や研

究環境の継続的な点検・改善を図る。 

 

(3) 地域・社会貢献に関する目標 

県立の保健医療系大学として求められる役割を果たすため、地域の保健

医療の発展を担う人材の育成、地域の課題解決に資する取組の強化、諸機

関との多様な連携や共同研究等の推進、県民の学修意欲に応える講座の充

実等に積極的かつ組織的に取り組む。 

 

 

 

 



 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

第３ 大学間の連携に関する目標 

１法人２大学の特性を生かし、教育、研究、地域・社会貢献の各分野に

おいて、両大学の連携・交流による取組を推進する。 

また、県内の高等教育環境の充実や、地域社会の活性化に貢献するため、

県内各大学との連携についての取組を推進する。 

 

第４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

１ 組織運営の改善に関する目標  

理事長及び学長のリーダーシップの下、各機関・組織の役割を明確にす

るとともに組織間の連携強化と意思決定の迅速化を図り、自律的かつ機動

的な組織運営を推進する。 

また、法人の目的を効果的に達成するため、定期的に組織のあり方を検

証し、必要に応じて改組等を行う。 

 

 

２ 人事の適正化に関する目標  

優秀な教職員を確保、育成するため、柔軟な人事制度の検討・導入を進

めるとともに研修制度の充実を図る。 

また、教職員の意欲向上や業務の質的向上を図るため、教職員の業績や

活動が適正に評価される制度を整備する。 

 

３ 効率的・合理的な業務執行に関する目標  

事務処理方法の改善や分掌業務の見直し等を不断に行い、業務執行の効

率化、合理化を進めるとともに、事務職員の能力向上のための取組を積極

的に推進する。 

 

 

第５ 財務内容の改善に関する目標 

法人の財務健全性を確保するため、外部資金の獲得に積極的に取り組む

など自己収入の増加を図るとともに、適正かつ効率的な経費の執行により

その抑制に努める。 

 

第３ 大学間の連携に関する目標 

１法人２大学の特性を生かし、教育、研究、地域・社会貢献等の各分野

において、両大学の連携・交流による取組を推進する。 

 また、県内の高等教育環境の充実や、地域社会の活性化に貢献するため、

県内各大学との連携についての取組を推進する。 

 

第４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

１ 組織運営の改善に関する目標 

 理事長及び学長がそのリーダーシップを十分に発揮できるようガバナン

ス体制を構築し、各機関・組織の役割を明確にするとともに組織間、教職

員間の連携強化と意思決定の迅速化を図り、自律的かつ機動的な組織運営

を推進する。 

 また、法人の目的を効果的に達成するため、継続的に組織のあり方を検

証し、必要に応じて改組等を行う。 

 

２ 人事の適正化に関する目標 

 優秀な教職員を確保、育成するため、柔軟な人事制度の検討・導入を進

めるとともに研修制度の充実を図る。 

 また、教職員の意欲向上や業務の質的向上を図るため、教職員の業績や

活動が適正に評価される制度を整備する。 

 

３ 効率的・合理的な業務執行に関する目標 

 事務処理方法の改善や分掌業務の見直し等を継続的に実施し、ＤＸを推

進しながら、業務執行の効率化、合理化を進めるとともに、事務職員の能

力向上のための取組を積極的に推進する。 

 

 

第５ 財務内容の改善に関する目標 

法人の財務健全性を確保するため、外部資金の獲得に積極的に取り組む

など自己収入の増加を図るとともに、適正かつ効率的な経費の執行により

その抑制に努める。 

 



 

第一期中期目標 第二期中期目標（素案） 

第６ 自己点検、評価及び情報の提供に関する目標 

１ 自己点検・評価等に関する目標 

自己点検・評価を定期的に行うとともに、第三者機関による外部評価を

受け、これらの結果を教育研究及び業務運営の改善に活用するとともに、

その内容を公表する。 

 

２ 情報公開等の推進に関する目標 

県民への説明責任を果たすため、教育研究活動や法人運営状況等の情報

を積極的に公表するとともに、戦略的・効果的な広報活動により、大学の

知名度向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

第７ その他業務運営に関する重要目標 

１ 施設・設備の保全・活用に関する目標 

良好な教育研究環境を確保するため、施設・設備の機能保全を計画的に

実施するとともに、地域のニーズ等を踏まえ、大学施設の有効活用を推進

する。 

 

２ 安全管理に関する目標 

安心・安全な教育研究環境を保つため、労働安全衛生の推進や防犯・防

災等危機管理体制の強化を図る。 

 

３ 社会的責任及び法令遵守に関する目標 

人権の尊重、環境への配慮、適切な情報管理など、法人の社会的責任に

留意した体制等を整備するとともに、教職員に対し法令遵守の徹底を図る。 

 

 

 

第６ 自己点検、評価及び情報の提供に関する目標 

１ 自己点検・評価等に関する目標 

 自己点検・評価を継続的に行うとともに、第三者機関による外部評価を

受け、これらの結果を教育研究及び業務運営の改善に活用するとともに、

その内容を公表する。 

 

２ 情報公開等の推進に関する目標 

 県民への説明責任を果たすため、教育研究活動や法人運営状況等の情報

を積極的に公表するとともに、戦略的・効果的な広報活動により、大学の

知名度向上を図る。 

 

３ 内部質保証体制の構築に関する目標 

 学長のリーダーシップの下、大学の諸活動について主体的に点検・評価

を行い、その結果を基盤として検証・改善に努めながら、教育研究活動の

質や学生の学修成果の水準等を継続的に保証する体制を構築・確立する。 

 

第７ その他業務運営に関する重要目標 

１ 施設・設備の保全・活用に関する目標 

 法人及び設置者である県が連携協力の上、施設・設備の機能保全に向け

た取組を計画的に推進し、良好な教育研究環境を確保する。 

 また、地域のニーズ等を踏まえ、大学施設の有効活用を推進する。 

 

２ 安全管理に関する目標 

 安心・安全な教育研究環境を保つため、労働安全衛生の推進や事業継続

計画等、危機管理体制の強化を図る。 

 

３ 社会的責任及び法令遵守に関する目標 

 人権の尊重、各種ハラスメント防止、環境への配慮、適切な情報管理・

セキュリティ対策など、教職員のコンプライアンスの徹底を図るとともに、

法人の社会的責任に留意した体制等を整備する。 


